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各種強度算定式の提案などを試みたものであるO 本論文は 8 章から構成されているO
第 1 章では，本研究の背景と目的および本論文の構成などについて述べているO
第 2 章では，比較的シアスパンの大きい曲げ破壊型 RC 円形柱の これまで殆ど見られない大変形塑性域での合計
数十四から百余回という多数回の正負交番繰返し荷重下での基礎力学性状を実験的に明らかにしている。








第 5 章では，従来の断面置換法を用いず円形断面として取り扱う新しい立場から， RC円形柱のせん断・付着設計
に必要な， RC 円形柱の塑性理論に基づくせん断終局強度算定式および実験研究に基づく主筋の付着強度算定式を誘
導し，提案している。























(3) これまで実験データが少なく殆ど明らかで、なかった RC 円形柱のせん断破壊付着破壊などの破壊モードを判別
する手法を新たに提示するとともに，同柱のせん断耐力および主筋の付着強度に及ぼす横補強筋量，繰返し載荷な
どの影響を明らかにしているO
(4) RC 円形柱のせん断・付着設計に必要な，せん断終局強度算定式ならびに主筋の付着強度算定式を，従来の断面
置換法を用いない新たな方法で誘導し 断面形状の影響をも考慮できるこの式が，従来式に比べて実験値との適合
性にも優れたものであることを実証しているO
(5) 建物の耐震性，したがって部材の地震エネルギーの吸収能力を表わす部材の変形能力に関して，多数回繰返し荷
重下における塑性ヒンジ域の耐力の劣化性状，せん断および軸方向の変形性状等をも考慮した，実験値との適合性
のよい限界変形の評価法を新たに提示している。
(6) 構造物の設計で重要なポイントとなる梁・柱接合部の，多数回繰返し荷重下における従来方式の性能の欠陥を明
らかにすると共に，それを改善する新たな手法を考案し，その接合部が，多数回繰返し荷重下においても十分な梁
主筋定着性能，接合部パネルのせん断抵抗性能を持つなど良好な耐震性能を有することを実験的に明確にしてい
る。
以上のように，本論文は， RC 円形柱の繰返し荷重下での基礎力学特性を解明するとともに，同柱の精度良い設計
用各種算定式を誘導・提案して，合理的設計法確立のための重要な知見を数多く与えており，建築構造工学に寄与す
るところ大である O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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